
1

令和８年度当初予算（案）のポイント

〈予算規模〉過去最大

一般会計 803億円 前年度比 6億円増（＋0.75%）
特別会計 249億6,900万円 前年度比 14億2,500万円増（＋6.05％）

公営企業会計 168億6,300万円 前年度比 4億4,600万円増（＋2.72％）

・「新熊谷ブランドの創造」
子どもたちが未来に希望をもち笑顔で暮らせるまちの実現

・第２次総合振興計画後期基本計画の着実な推進
「子どもたちの笑顔があふれるまち 熊谷～輝く未来へトライ～」

・物価高騰対策

・人件費 7億9,378万円増（＋5.30％）
・扶助費 6億5,080万円増（＋3.09％）
・補助費等 8億6,322万円増（＋8.77％）
・普通建設事業費 21億9,568万円減（▲25.80％）

主な性質別
増減要因



物価高騰対策 「くまキッズ」４月オープン！

□水道料金の軽減509,439千円
主要事業No.1 （＋妻沼小島地区分1,500千円）

基本料金全額を４か月分減免
令和８年６月～９月検針分

※妻沼小島地区については、太田市域における
基本料金相当分を別途補助。

（関連）

・令和７年度３月補正予算に計上し、令和８年

度に繰り越して実施する事業 80,000千円

・令和７年度１２月臨時会に計上

物価高対応食料品等支援事業 1,125,508千円

□子育て支援・保健拠点施設
管理運営経費 241,576千円

主要事業No.2

妊娠期から子育て期までの切れ目の
ない支援による子育て環境の充実
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こども館

中央保育所

保健センター

休日・夜間
急患診療所



不妊治療費助成事業 14,078千円
主要事業No.22

親子の笑顔が輝くまちづくり

北部地域振興交流拠点(仮称)推進事業
72,208千円 主要事業No.7

(仮称)第２中央生涯活動センター整備事業
902,391千円 主要事業No.8

□(仮称)新熊谷衛生センター整備事業
11,256千円 主要事業No.9

□小学校給食費無償化事業
451,782千円 主要事業No.4

□物価高対応中学校給食費支援事業
37,782千円 主要事業No.5

□小中学校体育館空調設備整備事業
1,245,000千円 主要事業No.6

次世代のための公共施設マネジメント

拡

拡

拡

治療費に加えて、令和８年度から
通院に係る交通費の一部を助成

□荻野吟子知名度向上事業
4,409千円 主要事業No.17

□「荻野吟子物語」マンガ制作事業
3,621千円 主要事業No.43

□市民協働「熊谷の力」荻野吟子顕彰事業
1,462千円 主要事業No.47

郷土の偉人の功績を顕彰し、知名度向上
と本市の魅力発信につなげる

県内初の取組

荻野吟子関連事業
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□九都県市合同防災訓練（8月開催） 主要事業No.19
□ねんりんピック（11月開催） 主要事業No.23

主なイベント


